
 

 

 

 

 

 

 去る７月９日、「上富田町地域運営会議」が上富田町役場にて開

催されました。当日は、「日本風景街道 熊野」の中での今後の取

り組みについて活発な意見が交わされました。 

 

 

 

地域運営会議では、平成１９年４月から新しくなった運営体制の説明や、2 月に実施されたシ

ーニックバイウェイ北海道視察の報告が行われました。また、３月２１日に行われた第 3 回推

進会議の報告や、日本風景街道戦略会議により提出された、日本風景街道の提言（日本風景街道

の実現に向けて～美しい国土景観の形成を目指した国民的な運動を～）の概要について説明が行

われました。 

意見交換では、『日本風景街道 熊野』としての今後の具体的な取り組みについて話し合われ

ました。特にイベント PR や「花ごよみ」の作成について活発な意見が交わされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■地地域域運運営営会会議議ででのの話話題題はは。。。。。。  

 
～ 議 事 次 第 ～ 

 
１．開会 
 
２．議事 
  １）自己紹介 
  ２）平成１９年度運営体制図について 
  ３）北海道視察の感想・報告について 
  ４）第 3 回推進会議の報告 
  ５）日本風景街道戦略会議での提言について 
     日本風景街道の実現に向けて 
     ～美しい国土景観の形成を目指した 

国民的な運動を～ 
 

３．その他・意見交換 
 
４．閉会 

『日本風景街道 熊野』 
地域運営会議通信   第３７号 

第第４４回回  『『上上富富田田町町地地域域運運営営会会議議』』がが開開催催さされれままししたた。。  

会議の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■ここんんなな話話題題でで盛盛りり上上ががりりままししたた！！！！  

■■おお忙忙ししいい中中  会会議議にに参参加加ししてて頂頂ききままししたた。。  

【出席団体名】 
○ 口熊野かみとんだ・桜の会 
○ 岡大賀ハスクラブ 
○ 生馬つつじクラブ 

 

【事務局】 
○ 上富田町役場 総務政策課 

○ 紀南河川国道事務所 田辺国道維持出張所 

●イベント実施について 
 ・上富田は観光資源が少ないため、既存のイベント等や新たな活動で地域を盛り上げたい。

中辺路からルート全体へイルミネーションを展開してはどうか。 

 ・昨年の「彦五郎フェスタ 2006」では、イルミネーションの飾りつけから地域住民の参

加を応募し、お気に入りに投票をしたりと、常に住民参加としたことが良い結果につな

がっている。 

●「花ごよみ」の作成について 
・「花ごよみ」には、花、イベントなどたくさんの見どころ情報を入れてはどうか。 

●現在の活動と人手確保について 
・花植えについては、花の種を教育委員会にて用意し、小学校の花壇で育て、役場が花を

運搬して、活動団体が花植えをしている。また、花の育成には、小学校の母親が『ビュ

ーティフルフラワーズ』の会を結成し、この会が交代で水やり等を毎日実施している。

小学生も水やり等に参加している。 

・現在はボランティアの人数が限られており、手一杯である。 

・メンバーの高齢化が進み、後を継ぐ人がいない。 

・国道 311 号沿いの花壇の土地がやせてきているため、肥料が確保できるとありがたい。

・ハス園は草ひき等の人手不足が課題。時期的に田植えや梅の収穫に重なっていて、手伝

いの確保が難しい。 

・人手不足の解消方法として、地域の子供たちを巻き込んでみてはどうか。 

・上富田はスポーツ振興にも力を入れているので、その人たちを巻き込んでみるのもいい

のではないか。 

■■事事務務局局かかららここれれままででのの活活動動報報告告ととおお知知ららせせをを行行いいままししたた。。  

「日本風景街道 熊野」の活動に関するご意見・お問い合わせは 

「日本風景街道 熊野」推進協議会事務局 

   和歌山県 県土整備部 道路局 道路政策課   TEL：073-441-3116  FAX：073-441-3107 

国土交通省 紀南河川国道事務所 調査第二課  TEL：0739-22-4564  FAX：0739-26-1641

●シーニックバイウェイ北海道視察について 
  今年 2 月に実施した、国内における取り組みの先進地「シーニックバイウェイ北海道」

視察の報告を行いました。この中で、参加者に作成して頂いたレポートには、支援センタ

ーの必要性や地域の特徴を活かした目的・目標設定、テーマやストーリーづくりが必要だ

というご意見がありました。 

●ロゴマークとフォトコンテストについて 
昨年 11 月から今年 2 月にかけて募集した「日本風景街道 熊野」のロゴマークとフォ

トコンテストの最終結果についてお知らせしました。 

結果については HP（http://www.kumano-yorimichi.com/）をご覧ください。 

●日本風景街道戦略会議での提言について 
今年 4 月、日本風景街道戦略会議において取りまとめられた提言が、奥田委員長から冬

柴国土交通大臣に手渡されました。今年度から正式な登録が開始されるなど、本格的な活

動が全国的にスタートします。 


